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論文要旨
本稿は、在宅ホスピスケアを利用して看取りを行った遺族を対象にした調査票調査から、死に関

する自由記述回答を分析することで、現代日本における死生観の一側面を描き出そうとする試みで
ある。調査は2010～2014年の間に家族を看取った主介護者に対して行い、663票の質問紙を回収し
た。

分析から見出されたのは、次のようなパターンである。死の問題一般に対するときには、死はそ
れ自体として焦点化されず、目下の日常生活の是認へと向かう。自分自身の死に関する記述では、

「迷惑をかけない死」という経済的・社会的な負担の問題に関心が集まっている。これに対して、
身近な死者に関する記述では、死後も存続するものや、死者の行方について多く語られている。

本調査結果の全体的傾向からは、実際の人々の死生観は、療養場所の選択や介護負担・経済的負
担といった現実的問題と切り離しえないことが示唆された。

英文要旨
This paper aims to elucidate patterns in the attitudes toward death and dying among 

contemporary Japanese people. A research team including the author conducted a questionnaire 
survey of bereaved people who had cared for a family member until their death while receiving 
home hospice care between 2010 and 2014. Responses from a total of 663 people were collected.

Analyses of the collected responses showed the following patterns: in references to death as a 
general topic, what implicitly constituted the focal point was present-day, daily life rather than 
death itself. In descriptions of the expectations of one’s own death, many respondents showed a 
preoccupation with the burden of finances and care. However, on the contrary, in accounts of a 
person who died, respondents often indicated that the deceased left something of value to their 
family or that they continued to feel their presence after their death.

Previous studies on this subject have tended to focus exclusively on the notion of an afterlife 
or afterworld. However, the overall results of this study suggest that the notions and attitudes 
toward death among Japanese people are inseparably combined with the interests in mundane 
issues such as the availability of care services or the burden of finances and care.
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1．問題

1-1　はじめに
本稿は、在宅ホスピスケアを利用して看取り

を行った遺族を対象にした調査票調査の結果か
ら、現代日本における死生観の一側面を描き出
そうとする試みである。調査の概要については
後段にて述べるが、本調査が有する第一の特徴
は、実際に身近に看取りを経験した人を対象と
している点である。また、第二の特徴は、選択
式の設問ではなく、「自宅での介護や看取りの経
験を通じて、死について感じたことや考えたこ
とをご自由にお書き下さい」という自由度の高
い質問に対する回答だという点である。次節で
は、こうした特徴を持つ調査研究として、本稿
の試みが意図するところを、死生観をめぐるこ
れまでの研究状況に照らして説明してきたい。

1-2　研究状況と本研究の狙い
今日の日本社会では、死生観という主題に対

する社会的関心は高く、理想や規範を語るも
の、教義的な立場から語るもの、あるいは個人
の経験や思想を表明したものなど、死生観に関
する多くの言説が作りだされている。人文社会
科学の研究実践の方に目を向けると、「日本人
の死生観」を考える上で歴史や民俗に取材した
研究は枚挙にいとまがないが、現代日本におけ
る人々の考え方の実態を直接対象とした研究は
それほど多いわけではない。

ひとつの手法としては、文学者や思想家の所
論を考察することで、現代における「日本人の
死生観」に迫ろうとする研究がある。そのもっ
とも代表的なものとしては、加藤・ライシュ・
リフトン（1977）や、島薗（2012）が挙げられ
よう。

また、直接に一般的な生活者の考え方にアプ
ローチしている研究としては、各種の社会意識
調査がある。たとえば、NHK放送文化研究所
の「日本人の意識」調査には「あの世」を信じ
るかという設問が含まれているし、しばしば脳

死・臓器移植や延命治療の是非といった社会問
題との関連で、各新聞社でも同様の調査を実施
してきている（NHK放送文化研究所 2015、石
井 2007）。研究者による社会意識調査として
は、金児（1997）や林（2007）、浅見・中村・
伊藤（2016）といったものがある。

また、広く一般の人々全体を対象にしたこれ
らの社会意識調査に対して、ケア関連領域を中
心に、子ども、青年、高齢者、がんなどの疾患
の患者、死別経験者、医療・福祉従事者など、
特定の条件下にある人々に対象を区切った意識
調査が実施されてきており、近年その数を増し
ている。これらの研究動向については、海老根

（2008）、京田・加藤・中澤他（2009）、高岡・
紺野・深澤（2009）、彦・田島（2011）、中木・
多田（2013）などから窺うことができる。

死の問題に対する意識は、それを差し迫った
ものとして捉えたときと、そうではないときと
で大きな差が現れる。このことから、とりわけ
高齢者や重篤な患者、死別経験者に対する調査
研究は、人々の死に対する意識や姿勢を探る上
で独特の意義を持っている。この点では、自宅
看取り経験者すなわち死別体験者を対象とする
本稿の調査研究（以下、本調査研究ないし本調
査と表記する）も、ケア関連領域におけるこれ
ら先行研究と共通している。

ただし本調査研究が、ケア分野における先行
研究の多くとは異なるのは、次の二点において
である。第一点として、心理学も含め、ケアと
隣接した分野で実施された調査研究は、それが
与える心理的効果との関連で死生観を扱う傾向
が強いことである。第二点は、対象を広く取る
社会意識調査にも共通していることであるが、
医療・福祉領域では特に「エビデンス」志向が
強いこともあり、多くの調査研究が数量的な分
析手法を取っていることである。この流れの中
では、死生観や死に対する態度を調査・分析す
るための心理尺度も開発が進められてきてい
る（吉沢 1968、杉山・方波見・中野 1986、藤
田 2000、安保 2008など）。
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ケア関連領域では、死に対する意識を扱った
質的な研究も少なくはないが、だいたいが面接
調査の手法を採っており、その対象者は比較的
少数にとどまっている。自由記述式で600通以
上の回答を得た本調査は、この主題に関する質
的調査としては、対象数の多さにおいて特徴的
である。

しかし、たんに対象数のこと以上に、種々の
先行研究に対して本調査研究が新たに試みたい
ことは、いったい何を「死生観」として数えう
るのか、その範囲の問題をひとつの主題として
考察に含めることである。特に数量的な分析で
は、何をもって「死生観」と見なすか、その枠
組みは研究者の視点によって予め定められてい
る。本稿では、自由度の高い記述回答の分析を
行うことで、いわば従来の調査ではノイズとし
て予め排除されてきた事柄も含めて、人々の持
つ「死生観」なるものの内包と外延の両面を検
証しようとするのである。

1-3　死生観概念の整理
以上の先行研究の概観と並行して、「死生観」

という概念についても簡単に整理をしておきた
い。この死生観という語には、広義の用法と狭
義の用法とを認めることができよう。広義の用
法では、ぼんやりとしたイメージであれ、ある
いは矛盾を孕むものであれ、およそ死と生に関
する考え方や姿勢全般が死生観の内に含まれ
る。これに対して、狭義の用法における死生観
とは、死と生に関して反省的に吟味され、当人
が主体的に引き受けた思想を指している。

狭義の用法における死生観は、しばしば「死
の恐怖」を相手どって、「死ぬ覚悟」ないし「死
の受容」をもたらすための要件であり課題であ
るとして語られてきた（ 1 ）。たとえば、戦時中
の兵士の間で問題にされてきたのはこの種の死
生観であろうし、現在でも、死に対して「自分
なりの死生観を確立することが必要である」と
する発想が広く存在している。ケア関連領域で
も同様に、人が「死を受容」し、「穏やかな死」

を迎えるための要件として「死生観の確立」を
課題として捉える見方は広く見られる。

本稿は、実態を探り記述することを主眼とす
る調査研究として、「死生観を確立すべき」とい
う前提からは距離を置くとともに、研究対象を
狭義の死生観だけには限定しない。たとえば、

「特に死については考えない」といった考え方も
また、死生観の一種として捉える立場に立つ。

しかしながら一方で、人間の生活には死とい
う出来事がつきものであり、人生の課題とし
て、死や生をいかに理解するかという問題を突
きつけられる場面がしばしば生じることも、事
実である。そうした場面においては確かに、主
体的な思想として「確固たる死生観」を持つこ
とが、ひとつの有効な手立てになりうる――た
だし唯一の手立てではない――にちがいない。
身近な人の死であれ、自分の死を予期させる事
柄であれ、死に関わる出来事を経験する中で、
死に対する思想や姿勢を反省的に固めていく人
もいれば、そうでない人もいる。本稿が注意を
払いたいのは、その辺りの機微である。本調査
の対象がたんに人々一般ではなく、自宅看取り
を経験した死別経験者であることの意味のひと
つもここにある。

本調査に寄せられたのは、家族を看取った記
憶も新しい人々による生々しい記述である。た
だし、まったく当然のことながら、質問紙に記
入されたテキストであるその記述をそのまま、
その人の死と生に対する考えや姿勢そのものと
考えることはできない。以上のことを改めて確
かめた上で、人々の考えや姿勢に迫るための貴
重な手掛かりとして、寄せられた言葉の分析を
進めていきたい。

2．回答全体の傾向

2-1　調査概要
以下、本稿にて紹介するのは、宮城県 5 ヶ所、

福島県 2 ヶ所の在宅ホスピス・緩和ケア診療所
について、そのケアサービスを利用しながら在
宅療養を行った患者の遺族に対する調査票調査



82 83

宗教と社会　Religion and Society 2017.06, Vol.23: 79–93

の一部である（実施者：相澤出・田代志門・藤
本穣彦・板倉有紀・諸岡了介）（ 2 ）。2010年 1 月
1 日～2014年 2 月28日までの間に在宅療養を行
い、患者死去後12ヶ月を経た主介護者全体（総
数2,223）について調査協力の可否を伺い、調
査協力可能との回答があった837件に調査票を
送付して、663票を回収した（回収率30%、回
答率79%）。

本稿で扱うのは、本調査中、「自宅での介護
や看取りの経験を通じて、死について感じたこ
とや考えたことをご自由にお書き下さい」とい
う自由記述式の設問に対する回答である。この
設問に対し、回収した全663通の内、「特にあり
ません」といった内容のものを除くと、何らか
の記述が返されたのは442通であった。

2-2　回答の全体的傾向
最初に、回答全体の中にどんな種類の記述が

多かったのか、その傾向から確かめたい。な
お、 1 通の回答の中には、しばしば複数の種類
の記述が含まれている。

・「長く患者といられてよかった」など、家族
の立場から在宅で看取る意味を述べた回答
･･････96件

・「人が死に向かう様子を目の当たりにするこ
とができた」など、看取りから得られた経験
や洞察を述べた回答･･････96件

・「介護体制さえ整えば、自宅看取りが普及
することが望ましい」など、ホスピス・緩
和ケアに関する一般論や提言を述べた回答
･･････91件

・「介護するあいだ不安が大きかった」など、
介護生活全般について述べた回答･･････85件

・「死とは自然の現象であると思った」など、
死について述べた回答･･････79件

・「自分も自宅で家族に看取られたい」な
ど、自分自身の死に方の問題を述べた回答
･･････77件

・「もっと優しくできたのでは」など、介護に

おける心残りを述べた回答･･････66件
・「家で暮らすことができ、喜んでいた」な

ど、故人による在宅療養の評価を述べた回答
･･････63件

・「最期の瞬間は穏やかだった」など、故人の
最期の様子について述べた回答･･････59件

・「輪廻転生はある」など、何らかのかたちで
他界観に関わる話題に触れた回答･･････27件

ここでまず気づかれるのは、「死について感
じたことや考えたこと」を問う設問にもかかわ
らず、死の問題に直接に触れた記述よりも、自
宅での介護生活の大変さやその意味、あるいは
そこにおける思い出や心残りといった事柄を述
べた記述の方が多いことである。
「死について感じたことや考えたこと」を尋

ねた質問に対して、「介護生活は不安で負担も
大きかった」等と応じた回答は、たしかに的外
れであるかもしれない。こうした回答を、人々
の死に対する観念を析出する上で、関連がない
ものとして考察の外に置くこともできよう。し
かしながら、こうした設問に対して、死そのも
のの問題に直接には関わらない回答がこれほど
多く寄せられること自体が、現代日本における
死の理解の一面をリアルに示すものだとも言え
ないだろうか。すなわち、本調査の対象者のよ
うな一般的な生活者にとって、死の問題はそれ
自体としては焦点化されにくく、第一には、介
護負担の如何や、在宅か病院かといったケア
サービスのあり方の問題として意識されるもの
だということである。

全体的傾向として以上のような特徴を踏まえ
た上で、続いてはその内実を探るべく、死に関
わる話題に直接言及のあった自由記述回答の内
容を、「死一般の理解」・「死者への思い」・「来
たるべき自分の死」という範疇ごとに分析を行
う。結果を先取りして言えば、これら 3 範疇の
回答はそれぞれ異なる傾向を有しており、その
相違の中に現代日本の死生観のあり方が透けて
見えてくるのである。
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3．死一般の理解

まず、死一般について語った回答についてみ
ていきたい。それぞれの自由記述回答が、固有
の意味や背景、独特のニュアンスを有した貴重
な資料であることから、本稿では可能なかぎり
多くの回答を紹介することを心がけた。一方で
議論の筋道としては、調査全体から伺われる大
きな傾向を示すことに徹して、ある程度大まか
な分類の下に分析を進めていく。

3-1　「死は身近」
まず、家族を看取るという経験を通じて、死

を身近に感じるようになった、あるいは死につ
いて考えることを促されたという趣旨の回答が
いくつか見られた（ 9 件。以下それぞれ一部を
紹介）。

　死というものが身近だと感じました。〔回
答者：40歳代男性・夫、故人：40歳代女性。

「夫」とは、看取った故人との関係を指す。
以下同様〕

　今まで死についてはあまり考えない様にし
てました。が、主人の死後、常に頭の一角に
ある様に思います。〔回答者：60歳代女性・妻、
故人：60歳代男性〕

　自分も年を取っていき、それと同時に親も
年を取っていく。いずれは訪れる「死」。今
回の事で、もの凄く考える様になり、思う様
になりました。無理をせず楽しく、笑って、
これから生きていきたいです。〔回答者：50
歳代男性・息子、故人：80歳代男性〕

　今まで身近でなかった死が続き、自分も年
齢的に考えるようになってきました。その立
場になった時、どうすればよいか？……いざ
という時、どうなるのか、想像がつきません。

〔回答者：60歳代女性・妻、故人：60歳代男性〕

　気力がなくなり（抜けて）、死んだら、ど
のようになるのだろう、どこへ行くのだろ
う。無気力……生きることの大切と同時に生
きることのめんどくささ。〔回答者：40歳代
男性・夫、故人：40歳代女性〕

　死について言葉にすることはタブーのよう
な気がしていましたが、父を亡くしてから、
死は身近なことだったと改めて考え直し、母
と、死んだらこうしてとか気軽に話しをする
機会が増えたように感じます。〔回答者：50
歳代女性・娘、故人：90歳代男性〕

3-2　「死は考えない」
このように、看取り経験を通じて死について

考えたという回答とは対照的に、特には死につ
いて考えなかった、あるいは考えないと述べ
た、以下のような回答もあった（ 5 件）。

　死についてあまり感じたことはない。〔回
答者：70歳代男性・夫、故人：70歳代女性〕

　死についてはあまり考えたことはなかった
ですね。主人が死亡し本当にさびしいです。

〔回答者：70歳代女性・妻、故人：80歳代男性〕

　あまりにもあっけなく亡くなられてしまっ
てので、死に対して何も考えられません。後
悔の念だけです。〔回答者：70歳代女性・妻、
故人：70歳代男性〕

　残された命を精一杯生きることだけを考え
ていたように思います。死については考えな
いようにしてました。〔回答者：60歳代女性・
妻、故人：60歳代男性〕

　私の場合は両親兄弟姑、皆な看護したので
あまり考えなかった、その後の事だけです。
死についてはあまり考えない。〔回答者：70
歳代女性・妻、故人：70歳代男性〕
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3-3「死は突然」
次は、死の訪れ方に関する記述である。死の

訪れが「突然」であることや、「はかなさ」や
「あっけなさ」に触れた回答には、以下のよう
なものがあった（10件）。

　病院でも在宅でも死とは突然に訪れるもの
だと痛感致しました。〔回答者：60歳代女性・
妻、故人：60歳代男性〕

　生はもろくあっけなくはかないと身にしみ
て感じます。〔回答者：50歳代女性・妹、故人：
60歳代女性〕

　自分の思うとおりにはいかない。無常であ
る。〔回答者：70歳代男性・夫、故人：60歳
代女性〕

　人はあっけなく死んでしまうこともわかっ
ていますが、やはり家族の死はつらいです。
……人が死ぬということは本当に大変なこと
です。〔回答者：30歳代女性・娘、故人：70
歳代男性〕

　いつ死をむかえるのか本当にわからない。
一生懸命に生きる母を見て、命のありがた
み、大切さ、そして普通に生活できること、
健康であることはとても素晴らしく貴重なこ
とであると学ばさせてもらった。〔回答者：
30歳代女性、故人：60歳代女性〕

3-4　「死は避けられない」
また、死一般を語った記述の中でもっとも目

立つのは、「死は避けがたいもの」だという事
実を発見ないし再確認したという主旨のもので
ある（15件）。

　人は、どんな人でも必ず死ぬんだというこ
と。自分の親だけは死なないと思っていまし
たが、そんな事はないんだという事がわかり

ました。〔回答者：50歳代男性・息子、故人：
80歳代男性〕

　人はいつかは死ぬという事を非常に強く感
じました。自分もいつかはその時がくるので
あろうが、どのような状態でいつなのか選択
できない事が無情であると同時に人間として
受け入れないといけないのでしょう。〔回答
者：60歳代女性・妻、故人：60歳代男性〕

　人が死を迎える時、どのようなものなのか
を先生にレクチャーしていただき、その時を
受け入れるしかないと実感した。〔回答者：
60歳代女性・妻、故人：60歳代男性〕

　何人も死を予期できる訳でもない以上、受
け入れるしかないように思います。問題は死
に至るまでの延命処置の是非だと思います。

〔回答者：60歳代男性・息子、故人：80歳代
男性〕

　死については、時期が来たんだ、寿命だと
考えます。〔回答者：60歳代男性・夫、故人：
60歳代女性〕

　生命には必ず死がおとずれるので、死に対
して特別な思いはありません。〔回答者：50
歳代女性・義理の娘、故人：80歳代男性〕

　死という事は人の力、金の力ではどうにも
ならない。生まれてきた時に自分の寿命は定
められているので、私は今 1 人で生活してま
すが先の事考えず、今日を楽しく生活してい
きます。〔回答者：70歳代女性・妻、故人：
70歳代男性〕

3-5　「死は自然」
死を不可避の事実とする捉え方となだらかに

連続しつつ、もう一歩具体的な意味づけが含ま
れるのが、「死は自然なもの」という言い方で
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ある。「死は自然なもの」という表現には、「死
は、人間にとって正常で本来的な過程ないし出
来事」という意味と、「死は、生理的・生物学
的な過程ないし現象」という意味のふたつが併
存しており、ときに重ね合わされて用いられて
いる。回答の数は 3 件と少ないが、ここに紹介
しておく。

　ある年齢以上の死は、病気でも（老衰でな
くとも）生きるものの宿命と考えます。それ
程忌み嫌う事ではない、自然のことと思いま
す。それ故感謝して、精一杯生きたいと考え
ます。〔回答者：70歳代女性・妻、故人：70
歳代男性〕

　生から死は特別なことでなく苦しいもので
もなく、自然に移されていくものと思いまし
た。〔回答者：90歳代女性・妻、故人：90歳
代男性〕

　死はあくまで自然の現象である。〔回答者：
60歳代男性・息子、故人：90歳代男性〕

3-6　死一般に関する記述の特徴
以上、死一般に関する記述としては、「死は

身近」・「死は考えない」「死は突然」・「死は避
けられない」といったものが多くを占めている。
これらの記述に共通する全体的傾向として、死
の訪れや時機に関する感じ方は異なっていて
も、死とは、端的にいつか必ず訪れる事実とだ
け理解されており、死とは何か、生の意味とは
何かといった疑問を改めて喚び起こすものでは
ないということである。この範疇の回答の中で
は、明らかに死の存在を疑問として捉えている
記述は、「死んだら、どのようになるのだろう、
どこへ行くのだろう」と述べている 1 件のみで
あった。

むしろ、顕著に見られたのは、「誰でもいつ
かは死ぬ。だから今の人生を精一杯生きなけれ
ばならない」という主旨の記述である。ここで

は、「死は突然来る」という認識であれ、「死が
不可避である」という認識であれ、それがその
まま直接に、現下の人生の是認へと結びついて
いる。死の事実の認識が即座に日常的な生に対
する視点へと切り替えられるという点において
は、上に掲げたような「死について考えた」と
いう回答群と、「死については特に考えなかっ
た」という回答群との間には、見た目ほどには
距離はないと言える。象徴体系としての他界観
を主題とする従来の死生観研究には、天国・地
獄といった特定の他界観に媒介されることに
よって、死の事実が説明されうるとする前提が
広く見られる。しかしこれらの回答群は、そう
した前提を否定するものである。

4．死者への思い

続いては第二の範疇として、亡くなった人に
関わって死の問題に触れている回答の内容を確
かめる。この範疇の回答には、死後に存続する
ものという主題がしばしば現れてくる。

4-1　死者の見守り
まず、亡くなった人の存在が何らかのかたち

で続いており、生者である自分を「見守ってく
れている」といった種類の記述を含む回答が複
数見られた。

　毎日手をあわせ一日の出来事話していま
す。〔回答者：60歳代女性・義理の娘、故人：
80歳代女性〕

　夫の介護経験により、死に対する恐怖心と
いうものが薄れたような気がする。一日一日
を大切に、今出来る事を考え、残された人生
を夫の分まで謳歌しなければ、天国にいる夫
に合わす顔がない。……最近、良い事ばかり
あるので、夫が見守っていると確信してい
る。〔回答者：50歳代女性・妻、故人：50歳
代男性〕
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　親が残してくれたいろいろな物や思い出に
感謝しつつ、楽しみも少し味わって生活して
います。しっかりとお線香もあげています。
そうする事で見守ってくれるのではないかと
甘い期待をしています。〔回答者：60歳代女
性・娘、故人：80歳代女性〕

　孫が（当時 2 才）母の写真をみて「おばあ
ちゃんが笑ってる」と言いました。母の写真
は笑っていませんが孫には笑っているように
みえた……というより、笑ったのだと思いま
す。それをきいて、死んだあとも母が私た
ちを見守っていてくれていると思いました。

〔回答者：60歳代女性・娘、故人：80歳代女性〕

　今でもいつも笑顔で私の側にいてくれてい
る気がします。「無」となった父の命は私に
とって永遠に「有」と思えます。「亡くなっ
たら終り」ではないのです。〔回答者：60歳
代女性・娘、故人：90歳代男性〕

　よく人は亡くなると若い頃の姿に戻るとい
うが、実際にそうなのではないか？と感じ
た。亡くなって全て終りになる訳ではないと
思う。今でもいろいろな場面においてお母さ
んが助けてくれたと思うことがたびたびあ
る。〔回答者：40歳代女性・娘、故人：70歳
代女性〕

4-2「死は終わりではない」
亡くなった人が「見守ってくれている」とい

う話ではなくても、故人を看取った経験を通じ
て、人の存在や生き方など、何らかのものが存
続しており「死んで終わりではない」という認
識に至った回答として、次のようなものもあ
る。

　自分は妻が亡くなる前は死は無になると
思っていたが妻がなくなり、そう思わなくな
りました。寂しいもの。〔回答者：60歳代男

性・夫、故人：50歳代女性〕

　死んで終わりではないと思う。魂をより近
く感じるようになった。〔回答者：50歳代女
性・妻、故人：60歳代男性〕

　「愛情」「精神」「生き方」……決してなくなっ
てしまうものではなく、むしろ日を追うごと
に強く思い出され忘れる事はできないし、忘
れない。〔回答者：40歳代女性・娘、故人：
70歳代男性〕

　死は本人にとっては何ものでもないけれ
ど、死によって（死の態度によって）まわり
に多くのものを残すことができるのだなあ。

〔回答者：60歳代男性・夫、故人：50歳代女性〕

　死は肉体的には一つの節目となり、一回切
りの人生という意味でもあるけれど、その奥
にあるものは限りのないものだと感じる。看
取る側、看取られる側は肉体的な事で死を
始点にして新しく生命同士の交流があると
感じる。もちろん、介護、看取りだけでな
く、様々な人間同士、生物同士の生命の交流
は死をもって終息するのではなく、新しいつ
ながりを創生していくのだと思う。亡くなっ
ていった人々に見守られ助けられている事は
自然な事で穏やかに想ったり、和やかに祈る
事がそういった人々、そして人生上では出会
えなかった人々も含めて深い交流になってい
くと思います。〔回答者：40歳代男性・息子、
故人：70歳代男性〕

これらの回答のひとつの特徴として指摘で
きるのは、「死んで終わりではない」として、
死を超えて継続すると考えられているものは、

「愛情」や「生き方」のように現世内の事柄だ
という点である。「魂」ということにしても、

「魂をより近く感じるようになった」と言われ
ているように、それは遠くにある死後世界に存
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在しているというよりも、残された家族の日常
生活に近いところに存在していると観念されて
いるように思われる。

4-3　死者との再会　
また、「死者との再会」というモチーフが含

まれる回答としては、以下のものがあった。こ
れらの記述にはしばしば「あの世」「あちらの
世界」といった表現が含まれている。それは必
ずしも明確なイメージではなく、たんなる慣用
的な修辞に近いと思われる場合もあるが、ここ
に一種の他界観を認めることも可能である。

　死はこわくはないですが、目標が一つ（下
の孫）剣道で 3 年間応援出来たら、その土産
話を持って、あの人の元に行きたいです。 3
年間がんばろう!!〔回答者：70歳代女性・妻、
故人：70歳代男性〕

　死というと悪いイメージがある人もいると
思うが、生をまっとうして天に召される苦し
い病気からの卒業。あちらの世界で楽しくし
てると思う。〔回答者：40歳代女性・娘、故人：
70歳代男性〕

　私は死は怖くありません。母も父もあの世
にいるし、そうなった時は私のお役目が終了
した時だと思うからです。肉体はなくなって
も、魂は生きつづけると信じておりますし、
また愛しい人たちと再会できると思うからで
す。〔回答者：50歳代女性・娘、故人：70歳
代男性〕

　母の死が悲しくないわけがありませんが、
私はやがてまたみんなと会えると思っていま
す。〔回答者：60歳代女性・娘、故人：70歳
代女性〕

　 1 人旅立つ時は淋しくなく母と主人に会え
る事を考えながら、あちらの世界に行けると

思います。〔回答者：60歳代女性・娘、故人：
90歳代女性〕

4-4　宗教的な他界観
死後世界についてより明確なイメージを表明

した記述としては、以下の回答があった。

　この世で生活するには肉体が必要だが、あ
の世で生活するには肉体はこの世に残り霊だ
けがいくことになっている。〔回答者：80歳
代男性・夫、故人：80歳代女性〕

　私は輪廻転生はあると思っていますし、人
が生まれてくる意味も感じています。私は何
の宗教に属している訳でもありませんが、こ
ういう事をみんなが知れば、世の中の「生・
老・病・死」等の苦しみからみんながもっと
救われるのになぁ、と思っています。〔回答
者：50歳代女性・義理の娘、故人：80歳代女性〕

　死んでも父の魂は生きていました。輪廻転
生は、思っていた通り、本当でした。つまり、
体は魂を運ぶ舟の様なものだという実感を、
亡くなってからの父との会話で得る事が出来
ました。〔回答者：50歳代男性・息子、故人：
70歳代男性〕［*別の設問に対する回答をみる
と、回答者は父の死後に、「はっきりと」そ
の声を聞く体験をしたとのこと］

　私はこの地球で生かされていることは修行
の場だと思っています。汚れた魂しいをこの
世できれいに磨き、そして、年をとり、又、
あの世に戻って行くのではないかと思ってお
ります。そしてきれいになった魂しいは二度
と、この世には戻らない、天国で生き続ける
ものと考えております。……わかりませんが
ネ!!〔回答者：60歳代男性・息子、故人：80
歳代女性〕

　今回自宅で父を看取りましたが、死をこん
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な身近で見たのは初めてです。ずっと天の国
に望みをおいていた父がイエス様のいる天の
国に行きました。天国がすごく近くなったよ
うな気がして、父との再会が待ち遠しいで
す。〔回答者：40歳代女性・娘、故人：80歳
代男性〕

　私たち家族（患者も含めて）は、クリスチャ
ンです。死に対する恐れはあまりありませ
ん。父なる神様のみもとにおかえしすること
をおぼえていましたし、本人も神様にお会い
できる希望を握って終末を迎えました。本人
も「先に神様のところに行って家族にまた会
えることをたのしみにしているからね……」
と口ぐせのように語っていました。死が終わ
りではなく、それからの永遠の時が与えられ
ていること、このような考えが全てではない
でしょうが、人生の幕をおえる時、しっかり
した生死に対する価値感（絶対的価値感）［ﾏﾏ］
は全ての人に必要ではと感じるところです。

〔回答者：50歳代女性・義理の娘、故人：90
歳代女性〕

　物心がついた頃より教会に通い亡くなった
ら神の国に行くのだと教えられていましたの
で自分も死ぬことに対し不安はあまりありま
せん。〔回答者：70歳代女性・妻、故人：70
歳代男性〕

本調査全体を通して、はっきりとした他界観
を述べた回答、いわば「もっとも死生観らしい
死生観」を述べた回答は、ここに掲げたものに
限られている。特定の宗教との関わりについて
触れた記述も、いずれもキリスト教徒からの回
答と思われる上掲の 3 件しかなかった。仏教と
の関連を想像することができる記述は、上記 7
件の中に「輪廻転生」という言葉が 2 件、「生・
老・病・死」という言葉が 1 件含まれていたほ
かは、他の範疇に分類した回答内にみられた

「無常」という表現や、「線香をあげる」といっ

た表現くらいしか見当たらない。

4-5　新しい関心の芽生え
死や生に対する特定の考えを述べた回答とは

別に、身近な人を看取った経験をきっかけに、
死後世界や宗教への関心が湧いてきたという変
化を述べた回答がいくつかあった。

　突然娘を亡くし、ボーッとしてるところに
あの大震災、姉・おい・叔母そして友人等を
亡くし本当につらい日々でした。何かにつけ
生きてたころのことが思い出され……。一瞬
に愛する人達を見送りやはり“あの世”って
あるのかも、皆んなのいる所に自分も行きた
い、楽しいだろうなーって考えました（両親・
義両親をみとったときはそう思いませんでし
たが）〔回答者：70歳代女性・妻、故人：70
歳代男性〕

　死後の世界を信じる気持ちはありませんで
したが、信じたいとは強く思うようになりま
した。〔回答者：50歳代男性・夫、故人：40
歳代女性〕

　死生観として宗教に対する興味が出て来
た。〔回答者：50歳代男性・夫、故人：50歳
代女性〕

　人は死に面して、やはり、宗教感［ﾏﾏ］や
神、また死後についてや、復活などを考えま
すが、それもそれぞれの大切な希望となれ
ば、価値あるものになると思います。〔回答
者：80歳代女性・妻、故人：80歳代男性〕

前節にみたように、一般的な死の事実を認識
することは、必ずしも「あの世」のことを考え
るきっかけとはなっていなかった。それに対し
て本節で扱った、身近な家族の死に触れた記述
の中には、亡くなった人の行方を考える先に

「死んでも終わりではない何ものか」に思いを
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馳せるという傾向が広く認められた。
また同時に、そこで重視されていることは、

あくまで亡くなった家族の「存在」や彼らとの
再会の可能性であって、「あの世」そのもので
はないことも、これらの回答の多くに見てとる
ことができる。むしろ、「あの世」の構造や詳
細についてははっきりと述べずに、たんなる修
辞と区別がつかないような語り口で曖昧なまま
にしておいた方が、死者の見守りや彼らとの再
会を語りやすいといった事情さえ伺われるよう
に思われるが、どうであろうか。

5．来たるべき自分の死

今度は第三の範疇として、自分自身の死に方
に触れた回答について見てみたい。

5-1　自分の死に場所と理想の死
自分自身の死に関する記述として、もっとも

多く出てきた主題は、死に場所の選択である。
自分自身の死に場所を語って「自宅で最期を迎
えたい」と述べた回答は24件であった。これら
の回答に特徴的なことは、そのほとんどに「で
きることなら」といった但し書きがついている
ことである。

　私と主人もできる事なら自宅で最期を迎え
たいねと言っています。〔回答者：50歳代女
性・義理の娘、故人：80歳代男性〕

　出来るならば私も自宅でと思っています
が、今は一人ぐらしなのでそこの所が心配で
す。娘も勤めがあるので、不安です。〔回答
者：60歳代女性・妻、故人：60歳代男性〕

　私自身も自宅での看護を希みますが一人暮
らしでは無理なのでしょうか。自分の意思に
そった看取りの施設が有ったら知りたいと思
います。〔回答者：80歳代女性・妻、故人：
70歳代男性〕

　「自宅は無理」「自宅は希望しない」という
回答は11件ほどであったが、その中には状況
が許さないからという理由のものが多い。つ
まりそれらの回答は、条件さえ整えば自宅で
の最期が望ましいと考えていると推測され、

「できることなら」と但し書きつきで自宅で
の最期を希望する回答と連続したものと解釈
できる。

　私は家族に迷惑をかける事、家族の関係が
悪くなったりする事より、病院でも良いかな
と思ってます。〔回答者：50歳代男性・夫、
故人：50歳代女性〕

　床に臥した時の事を考えますと一番在宅療
養を望みたいですが、子供達への負担等を考
えますとホームでのホスピスを願っていま
す。〔回答者：70歳代女性・妻、故人：70歳
代男性〕

　義父は家を築き、息子、孫達と暮らしてき
て、死ぬ時は家がいいと言ってましたので、
その希望に少しでもかなえてあげられたのか
なと思いました。自分の立場では今のところ
のぞまないと経験上感じました。もう少し年
をとり体も弱ってきて不自由になったらまた
考え方も変わるかもしれないが……！　自宅
で 2 ～ 3 人の交替で介護してくれるのであれ
ばいいのですが、 1 人に負担がかかるのは、
申し訳なく思ってしまう。〔回答者：50歳代
女性・義理の娘、故人：80歳代男性〕

　自分は自宅で看取りするのが一番良いと思
い、夫の父、母、ほとんど自宅で見ました
が、今後私の場合は時代ですので施設に入
り、時々、家族に来てもらった方が良いかと
思う。〔回答者：60歳代女性・妻、故人：60
歳代男性〕
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5-2　「迷惑をかけない死」　
自分自身の死を語る回答の中非常に多く見ら

れる表現は、「迷惑」である。前節に挙げたも
の以外にも、「迷惑をかけない死」に触れた回
答には、以下のようなものがあった。

　誰でもいつか迎える死ですが、子供に迷
惑をかけずに穏やかに……と願っています。

〔回答者：60歳代女性・娘、故人：80歳代女性〕

　死についてはあまり考えない、ただ娘たち
に迷惑掛けないよう、年も年なので身辺整理
だけはと思います。〔回答者：70歳代女性・妻、
故人：70歳代男性〕

　どんな病気になるか不安ですが、［自分が
看取った］患者と同じ、誰にも迷惑をかけず、
痛む事もなく、苦しみもなく安らかに眠った
ように行きたいです。〔回答者：70歳代女性・
妻、故人：70歳代男性〕

　病院でもう治療はありません、と言われた
時、「あーこれで自宅で看るんだ」と思った
ものの、何の知識もない自分たちに、介護の
経験をさせてくれた母に感謝し、いつか来る
自分の終わりの時も、まわりに迷惑かけずに
できればと思っています。〔回答者：50歳代
女性・娘、故人：80歳代女性〕

　私自身も闘病生活が長期化することで、周
りに迷惑を掛けたり、かと言って突然に訪れ
る死ではなく、近しい人とのお別れができる
ような死を望みます。〔回答者：50歳代男性・
夫、故人：50歳代女性〕

　医療制度の改革や、自宅での介護で過度な
医療は不要です。私は自筆で末期医療の対処
法は意識がなくなったら、点滴や胃ろうなど
は不要で早めに黄泉の国に行く様にした。何
故ならば、家族や親族に大きな負担をかける

だけであるからである。脳溢血で意識なく
なったら医療処置しなくて良い。夢や希望の
ない人生は「死」を意味するものである。生
きていて、社会、国家、家族に迷惑をかける
だけであるから「家族」にはっきりと伝えお
き良く理解して貰う事が重要となる。〔回答
者：50歳代男性・息子、故人：80歳代男性〕

これらの回答の中で「迷惑をかけたくない」
と述べられている対象は、子どもをはじめとす
る家族であることが多いが、中には社会や国家
に迷惑をかけるべきではないという記述もあ
る。

自由記述回答全体を通して、自身の死に方の
理想として触れられている事柄は、「迷惑をか
けない」、「穏やかで痛みなく迎えたい」、「家
族などに見守られて旅立ちたい」の 3 つで、具
体的な記述としてはこの 3 つでほとんど全てを
占めている状況である。一方、亡くなった家族
や知人への思いを語るときには前面に現れてい
た、「死後も続くもの」・「死後も残されるもの」
といった主題に触れた記述はまれである。

6．全体的考察

6-1　今日の死生観
以上の調査結果を踏まえながら、改めて全体

的な考察を行う。まず、死一般に関する記述に
認められたのは、死の問題に対するとき、死は
それ自体として焦点化されることがなく、すぐ
さま現下の生や日常生活へと視線が切り替えら
れるという顕著な傾向である。そこでは、「あ
の世」や「死後の世界」といった他界観のこと
は主題とはなっておらず、特定の宗教に対する
言及もほとんど見られない。

関心が目下の日常生活の範囲内にとどまると
いうこうした傾向は、将来迎えるべき自分自身
の死に関する記述にも共通している。そこで
は、ほとんどが「迷惑をかけることなしに

4 4 4

」「穏
やかで痛みなしに

4 4 4

」死にたいという消極的な語
り口で、死を迎えるまでの過程に関する希望が
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述べられるにとどまっている。
ところが、このことは、亡くなった家族のこ

とを想う段になると別である。身近な死者に関
する記述の中では、何らかのかたちにおいて継
続している死者の存在や、あるいは生者に遺し
てくれたものがよく語られている。明確な他界
観として表現されることは少ないものの、身近
な死者がそこにいる場所として、「あの世」と
いった表現も頻繁に用いられている。

つまり、自分自身の死を考えること、および
死一般を考えることと、身近な死者の死を考え
ることの間には、大きなギャップが横たわって
いる。亡くなった人の行方を思う中に表れてい
た「死後もなくならない何か」といったモチー
フは、自分の死を考える際にはすっかり後景に
退いているのである。

6-2　「迷惑」をめぐる不安の支配
そもそも回答の全体的傾向として、死につい

ては直接触れずに、そこまでの介護生活につい
て述べた記述の方がずっと多かったことは、最
初の分析（2-2）で確かめたとおりである。本
調査の結果を総体としてみると、死という主題
について、負担をめぐる現実的な問題に関心が
集まる強い傾向が認められた。それをもっとも
顕著にかつ象徴的に示しているのが、「迷惑を
かけたくない」という表現である。
「迷惑」に対する懸念は、自分自身の死に関

する記述と、身近な人物の死に関する記述との
あいだに見られたギャップを生み出している大
きな要因でもありそうである。記述回答の上で
確かめうるかぎりでは、死に至るまでに自分が
かけるかもしれない「迷惑」に対する心配が圧
倒的に支配しており、その半面として「死ぬ前
に何をしておきたいか」「何を遺して死にたい
か」といった希望や、あるいは「死後の行方」
といった問題に対する関心が締め出されている
ように見えるからである。

現代日本において、人々がもっとも理想とし
ているのが「迷惑をかけない死」であることは、

本調査研究以外にも、すでにさまざまな意識調
査が明らかにしているところでもある。「迷惑」
を忌避する心情の少なからぬ部分はまさに不安
感とでも表現されうるものである。「迷惑をか
けたくない」というその対象が、家族から社会
にまで及んでいることは、先の分析（5-2）で
も確かめておいた。死をめぐって「迷惑」の問
題が人々の関心を占めるこうした事態は、「長
生きすることへの不安感、怖れのようなもの
が社会全体に垂れこめている」（山岡 2016: 7 ）
と言われる現在の社会状況とも結びついたもの
であろう。

近年、日本社会の超高齢化やそれに伴う諸々
の社会問題が、声高に叫ばれている。「年金破
綻」「医療破綻」「介護難民」「孤独死」「2025年
問題」等々、テレビや新聞はこの種の情報に溢
れている。こうした状況にあって、死生をめぐ
る人々の関心がそうした経済的・社会的問題へ
と誘導されているのか、あるいは現代日本の死
生観のあり方がそうした現実的問題への関心の
集中を生み出しているのか、おそらくは両方が
ある程度真実であろう。

しかしまた、人が「周りに迷惑をかけたくな
い」と述べるとき、そこに見出されるのは経済
的・社会的な負担に対する懸念や不安だけでも
ない。しばしば「迷惑」とだけ述べられ、具体
的な負担の対象や内容が特定されないことの裏
には、自分自身が、人のケアを必要とするよう
な依存状態に陥ること自体に対する怖れや不
安、あるいは拒絶の感情が含まれているように
思われる。死の問題に関してしばしば「死の受
容／拒絶」ということが取りざたされてきたが、
これになぞらえて言えば、ここで問題になって
いることは死の前段階における「依存状態の受
容／拒絶」である。先に確かめた、死の問題に
対する視点が即座に現下の日常生活へと転ずる
という機序は、死に至る過程における依存状態
に関する想像を避けているという点で、依存状
態に対する拒否感と表裏一体のものでもある。

日本の社会システムの将来に対する不安感、
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死に至る過程でかかるかもしれない経済的・社
会的な負担の大きさに対する不安感、そして自
分が多くのケアを必要とする依存状態に陥るこ
とに対する拒否感、これらの要素がお互いにお
互いを強めあいながら、「迷惑」という言葉を
通じて現代日本の死生観に反映しているのでは
ないだろうか。

6-3　死生観の実際
先から話題にしているギャップに関して、身

近な死者について行方に想いを馳せる心情と、
自分の死について「家族に迷惑をかけたくな
い」と心配する心情は、どちらも近しい家族に
対する配慮に発したものである点で共通してい
る。しかし結果として、家族を間近に看取った
本調査の対象者にしても、自分自身の問題とし
ては、死に至るまでの過程においてかけるかも
しれない「迷惑」を恐れるばかりに、死そのも
のには思いが及んでいないのだと言えそうであ
る。そしてこうした事態こそが、現代日本の死
生観の一現状に他ならない。

以上の考察が示唆していることのひとつは、
人々の死に対する姿勢や考え、すなわち死生観
というものが、療養場所の選択や介護負担・経
済的負担といった「現実的問題」とは切り離し
えないものだということである。人々において
死という主題は、それとして焦点化されて意識
されているとは限らないし、またしばしば経済
的な関心と密接に結びついて意識されている。

ケア関連分野を含めて、従来の死生観研究
は、たとえば魂の存続に関わる信念や、天国や
地獄といった他界観の問題をそれとして切り
取って提示するものがほとんどである。しか
し、本稿の分析から得られた洞察からすれば、
そうした研究が光を当てているのは、実際の
人々の死に対する姿勢や考えの総体ではなく、
その一要素だということになる。

こうした認識は、ホスピス・緩和ケアの実践
のように、実際に死の問題に直面した人々と接
する場合においてはとくに大切になろう。ホス

ピス・緩和ケアの文脈で「スピリチュアルペイ
ン」が主題として論じられる際も、本稿で言う
狭義における死生観や、他界観の問題を切り
取って扱う傾向が見られる。もちろん、現実の
看取りの場面においても、狭義における死生観
や他界観の問題は重要であろうが、それが、ケ
アサービスの選択や介護負担・経済的負担、家
族関係などのいわゆる「現実的問題」と切り離
しうるようなかたちで表現されることは少ない
のではないだろうか。本調査に寄せられた回答
全体の傾向が示しているのは、こうした事情の
ように思われる。

付記
本研究はJSPS科研費25285150の助成を受け

たものです。

註
（ 1 ） 死生観言説に寄せられてきた関心の社会

史的整理としても、島薗（2012）が基礎
的な文献である。

（ 2 ） 本稿で取り上げた設問以外の、本調査の
全体像と詳細については、相澤出・田代
志門・藤本穣彦・板倉有紀・諸岡了介・
河原正典『2015年実施在宅ホスピス遺族
調査報告書』（科研費報告書、2016年12月
発行）にて扱っている。

参考文献
浅見洋・中村順子・伊藤智子他 2016「ルーラ

ルエリアにおける住民の死生観と終末期療
養希望の変容」『石川看護雑誌』13: 33–43.

安保英勇 2008「心理学から見る死生観」近藤
功行・小松和彦編著『死の儀法』ミネルヴァ
書房、191–213。

海老根理絵 2008「死生観に関する研究の概観
と展望」『東京大学大学院教育学研究科紀
要』48: 193–202.

加藤周一、M. ライシュ、R. リフトン 1977『日
本人の死生観』上・下、矢島翠訳、岩波書店。



92 93

論文：死と「迷惑」：諸岡了介

金児曉嗣 1997『日本人の宗教性』新曜社。
京田亜由美・加藤咲子・中澤健二他 2009「死

を意識する病を抱える患者の死生観に関す
る研究の動向と課題」『群馬保健学紀要』
30: 49–58.

島薗進 2012『日本人の死生観を読む』朝日新
聞出版。

杉山喜朗・方波見康雄・中野修他 1986「高齢
者の生き方の質と「死生観」の関連性につ
いての研究」『社会老年学』24: 52–66.

中木里実・多田敏子 2013「日本人高齢者の死
生観に関する研究の現状と課題」『四国大
学紀要』41: 1–10.

高岡哲子・紺野英司・深澤圭子 2009「高齢者
の死生観に関する過去10年間の文献検討」

『名寄市立大学紀要』3: 49–58.
林文 2007「社会調査からみる宗教・素朴な宗

教的感情と死生観」東洋英和女学院大学死
生学研究所編『死生学年報 2007』リトン、
129–154。

彦聖美・田島祐香 2011「高齢者が捉える生と
死に関する文献検討」『ホスピスと在宅ケ
ア』19（1）: 42–49.

藤田みさお 2000「来世を信じることは死の不
安をやわらげるか」カール・ベッカー編『生
と死のケアを考える』法藏館、154–183。

山岡淳一郎 2016『長生きしても報われない社
会』筑摩書房。

吉沢勲 1968「老人の死に対する態度」『精神医
学』10（4）: 49–55.

NHK放送文化研究所編 2015『現代日本人の意
識構造 第八版』NHK出版。


	_GoBack

